


委員会での意見 委員会での意見 

○
本
会
議
で
の
質
疑
○
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12
月
定
例
会
は
12
月
28
日
に
招
集
さ
れ
、
1
月
26
日
ま
で

30
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
福
崎

町
老
人
憩
い
の
家
の
指
定
管
理
者
の
指
定
を
は
じ
め
平
成
27

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
16
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で
同
意
及
び

可
決
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
議
員
か
ら
紹
介
さ
れ
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
社
会
実

験
の
計
画
（
案
）
見
直
し
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て
も
、
全

員
賛
成
で
採
択
し
ま
し
た
。
 

　
一
般
質
問
は
1
月
21
日
、
22
日
に
行
わ
れ
、
9
議
員
が
町

政
全
般
に
わ
た
り
質
問
し
ま
し
た
。
 

　
文
珠
荘
は
、
現
在
㈱
輝
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
28
年
3
月
31
日
に
指
定
管
理
の
期
間
が
終
了
す
る
こ

と
を
受
け
、
新
た
な
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
し
た
。
応
募
の
あ

っ
た
2
事
業
者
の
中
か
ら
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
で
審
査
の
結

果
、
㈲
シ
ー
・
エ
ス
・
シ
ー
を
指
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
 

議
員
　
文
珠
荘
指
定
管
理
者

の
公
募
に
つ
い
て
、
周
知
期

間
が
短
か
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
周
知
期
間

は
前
回
と
同
様
1
ケ
月
半
で

す
。
書
類
を
準
備
す
る
の
に

十
分
な
時
間
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

議
員
　
文
珠
荘
の
緊
急
時
の

体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
施
設
の
管

理
運
営
に
係
る
事
業
計
画
書

を
基
に
対
応
し
ま
す
。
 

「
文
珠
荘
」
の
指
定
管
理
者
を
議
決
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文珠荘など3施設の指定管理者を決定 文珠荘など3施設の指定管理者を決定 
民間活力によるサービス向上を目指す 

豆 識 知 指定管理者とは 

　町が設置する「公の施設」の管理運営
について町から指定を受けた者。指定管
理者選定委員会で選定された民間企業や
ＮＰＯ法人などが管理運営を行う。 

　　　　施 設 名 

老人憩いの家（文珠荘） 

老人デイサービスセンター 

工業団地企業会館 

　　　　指 定 管 理 者 

有限会社 シー・エス・シー 

社会福祉法人 福崎町社会福祉協議会 

福崎工業団地協議会 

　　　　期　間 

平成28年4月1日から5年間 

平成28年4月1日から5年間 

平成28年4月1日から5年間 

管理料（5年間総額） 

3 3 , 1 7 4 , 0 0 0円 

0円 

9 , 2 5 0 , 0 0 0円 

委員会に付託し審議 委員会に付託し審議 委員会に付託し審議 委員会に付託し審議 

委員会での意見 

文珠荘の指定管理者の指定については民生 

まちづくり常任委員会に付託されました。 

委　　　　員　文珠荘館内の分煙の予定は。 

健康福祉課長　28年度に実施予定です。 

委　　　　員　住民からお風呂改修に対する要

望が多く寄せられている。改修

する予定は。 

健康福祉課長　他の施設との関係や長寿命化計

画等を勘案すると、28年度の改

修は難しいと考えています。 

文珠荘 
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空
席
と
な
っ
て
い
た
副
町

長
に
尾
　
　
晴
氏
を
選
任
し

た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
1

月
26
日
の
本
会
議
に
お
い
て

全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

氏
　
　
名
 

　
尾
　
　
　
晴
 

生
年
月
日
 

　
昭
和
30
年
12
月
7
日
 

任
　
　
期
 

　
平
成
28
年
2
月
1
日
 

か
ら
4
年
間
 

　議員９名から紹介のあった請願を本会議
で審査し、全員賛成で採択しました。その
後、委員会提出議案として１件の意見書を
審査し、可決しました。可決した意見書は、
福崎町長に提出しました。 

副
町
長
の
 

　
　選
任
に
同
意
 

●自治会公共用施設整備事業補助金 
●庁内ネットワーク再構築工事費 
●選挙人名簿システム改修委託料 
●文珠荘施設修繕料 
●アルバイト保育教諭賃金 
●認定こども園嘱託臨時職員給 
●私立認定こども園施設給付費負担金 
●町営住宅修繕料 
●三木家住宅保存修理工事費 
●農地農業用施設災害復旧工事費 

500万円 
162万円 
70万円 
50万円 

2360万円 
▲1356万円 
▲2209万円 
100万円 
1658万円 
216万円 

（▲は減額補正です） 

補正予算の主な内容 

　
一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
6
1
4
0

万
円
を
追
加
し
て
総
額
97
億
6
0
0
0
万
円
と
し

ま
し
た
。
主
な
補
正
内
容
は
人
事
異
動
等
に
よ
る

人
件
費
の
増
減
、
私
立
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
給
付

費
の
増
減
、
大
庄
屋
三
木
家
住
宅
の
県
補
助
金
の

増
額
に
よ
る
工
事
費
の
追
加
な
ど
で
、
全
員
賛
成

に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
 

シャトルバス運行社会実験の計画（案） 
見直しに関する意見書 

意見書を提出 シャトルバス運行社会実験の概要 

　ＪＲ福崎駅の利用を促進するため、駅前から

福崎工業団地・企業団地へのシャトルバス運行

社会実験が計画されています。 

●運行区間　福崎駅前～福崎工業団地・企業団地間 

●想定運賃　160円～180円（片道） 

●運行本数　朝6本、昼6本、夕9本 

●実施期間　平成28年4月から1年間 

　1年間の社会実験の後、その効果を検証し、

本格実施の必要性を判断することになります。 

　また、このシャトルバス運行により、団地周

辺の交通事故防止や混雑緩和等の効果も見込ま

れています。 

シャトルバス運行社会実験について、公平

性・公正性の観点から、現行計画（案）の

見直しを求める。 

議案名　　シャトルバス運行社会実験の 
　　　　　計画（案）見直しに関する請願書 

請願者　　神崎交通株式会社 

結　果　　本会議　全員一致で採択 
 
 

「意見書」を町長へ提出 

お
さ
き
 

よ
し
は
る
 

現在の駅前交通広場 
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第465 回福崎町議会定例会 議案件名表 

●定例会における出席状況● 

審議結果 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 同意 

 

賛成全員 採択 

 

賛成全員 可決 

議案等番号 件　　　　　　名 

本会議1日目（12月28日） 

本会議2日目（1月12日） 

総務文教常任委員会（1月13日） 

民生まちづくり常任委員会（1月14日） 

福崎駅周辺整備対策特別委員会（1月15日） 

本会議3日目（1月21日） 

本会議4日目（1月22日） 

本会議5日目（1月26日） 

注1　「〇」は出席、「早」は早退です。 
注2　委員会の出欠については所属する委員のみ表示しており、「－」の委員は出席の必要はありません。 
注3　難波議長は、総務文教常任委員会以外の委員会には議長として出席します。 

難
波
靖
通
 

高
井
國
年
 

釜
坂
道
弘
 

冨
田
昭
市
 

小
林
　
博
 

石
野
光
市
 

山
口
　
純
 

北
山
孝
彦
 

城
谷
英
之
 

松
岡
秀
人
 

志
水
正
幸
 

牛
尾
雅
一
 

三
輪
一
朝
 

宮
内
富
夫
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
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－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
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○ 
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○ 

○ 

○ 

○ 
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－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

早 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

議席番号・議員名 

会 議 名  

出
欠
の
状
況
 

 

議案第76号 

議案第77号 

議案第78号 

議案第79号 

議案第80号 

議案第81号 

議案第82号 

議案第83号 

議案第84号 

議案第85号 

議案第86号 

議案第87号 

議案第88号 

議案第89号 

議案第90号 

議案第91号 

 

請願第 3 号 

 

意見書案第1号 

 

福崎町老人憩いの家の指定管理者の指定 

福崎町老人デイサービスセンターの指定管理者の指定 

福崎町工業団地企業会館の指定管理者の指定 

福崎町非常勤の職員の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

福崎町水道事業及び福崎町工業用水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 

平成27年度福崎町一般会計補正予算（第3号） 

平成27年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 

平成27年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 

平成27年度福崎町農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 

平成27年度福崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 

平成27年度福崎町水道事業会計補正予算（第1号） 

平成27年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第1号） 

福崎町道路線の認定 

工事請負契約の変更（福崎工業団地下水道面整備工事（第2工区）） 

副町長の選任 

 

シャトルバス運行社会実験の計画（案）見直しに関する請願書 

 

シャトルバス運行社会実験の計画（案）見直しに関する意見書 

（町長提案分） 

（議員提案分） 

（委員会提案分） 
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第
4
6
4
回
臨
時
会
は
１２
月
１５
日

に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
今
臨
時
会
で

は
、
町
長
か
ら
福
崎
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
報

告
3
件
、
議
案
4
件
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議

案
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で
同
意
及
び

可
決
し
ま
し
た
。
 

　
平
成
27
年
12
月
6
日
の
福
崎
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
よ
り
2

人
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
29
年
4
月
30
日
ま

で
で
す
。
 

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
尾
上
定
信
氏
は
、
平
成
27
年
12
月

20
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了
す
る
た

め
、
引
き
続
き
選
任
し
た
い
と
の
提

案
が
あ
り
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま

し
た
。
 

第464回 福崎町議会臨時会 議案件名表 

臨時議会（12月15日） 

難
波
靖
通
 

高
井
國
年
 

釜
坂
道
弘
 

冨
田
昭
市
 

小
林
　
博
 

石
野
光
市
 

山
口
　
純
 

北
山
孝
彦
 

城
谷
英
之
 

松
岡
秀
人
 

志
水
正
幸
 

牛
尾
雅
一
 

三
輪
一
朝
 

宮
内
富
夫
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議席番号・議員名 
会 議 名  

新
議
員
の
紹
介
 

固
定
資
産
評
価
審
査
 

委
員
の
選
任
に
同
意
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��������������
QQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQ
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��������������

注1　「〇」は出席です。 

■
議
員
辞
職
の
お
知
ら
せ
■
 

　
平
成
27
年
11
月
6
日
、
木
村
い
づ
み
議
員
か
ら
11
月
15
日

付
で
議
員
を
辞
職
し
た
い
旨
の
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、

議
長
が
辞
職
を
許
可
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
 

審議結果 
 
 
 

賛成全員 同意 
賛成全員 可決 
賛成全員 可決 
賛成全員 可決 

議案等番号 件　　　　　　名  

報告第15号 

報告第16号 

報告第17号 

議案第72号 

議案第73号 

議案第74号 

議案第75号 

 

議会の委任による専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 

議会の委任による専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 

議会の委任による専決処分の報告（小中学校体育館非構造部材耐震化工事） 

福崎町固定資産評価審査委員会委員の選任 

福崎町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定 

福崎町町税条例等の一部を改正する条例 

工事請負契約の変更（福崎町立田原小学校体育館建設工事） 

「報告」は質疑を行い 
　ますが、討論・採決 
　はありません。 

【議 席 番 号】　2番 
【所属委員会】 
　総務文教常任委員会 
　議会広報常任委員会 
　福崎駅周辺整備対策 
　　　　　特別委員会 

三輪　一朝 
み　わ かずとも 

【議 席 番 号】　8番 
【所属委員会】 
　民生まちづくり 
　　　　　常任委員会 
　議会広報常任委員会 
　福崎駅周辺整備対策 
　　　　　特別委員会 

山口　純 
 

やまぐち じゅん 

●臨時会における出席状況●  

氏
　
　
名
 

　
尾
上
　
定
信
 

生
年
月
日
 

　
昭
和
23
年
5
月
20
日
 

任
　
　
期
 

　
平
成
27
年
12
月
20
日
か
ら
3
年
間
 

お
の
え
 

さ
だ
の
ぶ
 

第464回 臨時会 第464回 臨時会 
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総務文教常任委員会  

県指定文化財　　　　　　　　 
「大庄屋三木家住宅」第1期工事完成へ 
県指定文化財　　　　　　　　 
「大庄屋三木家住宅」第1期工事完成へ 
県指定文化財　　　　　　　　 
「大庄屋三木家住宅」第1期工事完成へ 

平成27年度 全国学力・学習調査の結果 

図書館相互利用が始まる 

□第１期工事　平成23年6月14日から 

　　　　　　　（平成27年度末完成予定） 

　工事費概算　1億7千万円 

□その他工事　北土塀保存修理工事 

　　　　　　　（北土塀・南土塀・表門等の保存修理） 

□平成28年度に消防設備等を整備し、 

　平成29年度から主屋部分を公開予定です。 

平成28年度に解体し、移築場所を決定後に復元 

構　　造　　木造2階建、瓦葺 

建築面積　　91㎡ 

所 在 地　　福崎町西田原字道北1107-1 

文 化 財　　国の登録有形文化財 

　　　　　　（平成20年7月8日登録） 

　全国学力・学習状況調査が全国すべての小中学校（小学６

年生・中学３年生）で実施されました。本町の子ども達は小

学校・中学校ともすべての分野で全国平均を上回りました。

今後もさらに学力向上に向けた学習指導の強化と自ら学ぶ意

欲を高める取り組みを行っていきます。 

委
員
長
　
志
水
　
正
幸
 

副
委
員
長
　
石
野
　
光
市
 

委
　
　
員
　
牛
尾
　
雅
一
 

委
　
　
員
　
釜
坂
　
道
弘
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

委
　
　
員
　
難
波
 
靖
通
 

委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝
 

●閉会中における委員会出席状況● 

総務文教常任委員会（10月26日） 
総務文教常任委員会（11月20日） 

注1　「〇」は出席です。 
注2　三輪一朝議員は12月15日に委員に就任しました。 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

志
水
正
幸
 

石
野
光
市
 

牛
尾
雅
一
 

釜
坂
道
弘
 

冨
田
昭
市
 

難
波
靖
通
 

三
輪
一
朝
 

議 員 名  
会 議 名  

 
教科
 

国語Ａ 

国語Ｂ 

算数Ａ 

算数Ｂ 

理　科 

全国 

正答率 

70.0 

65.4 

75.2 

45.0 

60.8

県 

正答率 

70.1 

65.5 

75.2 

46.9 

60.3

 

正答率 

75.1 

67.6 

77.4 

46.2 

60.9

福崎  

指数 

107.3 

103.4 

102.9 

102.7 

100.2

 
文科省基準

 

水準以上 

水 準 内 

水 準 内 

水 準 内 

水 準 内 

【小学校】 
 
教科
 

国語Ａ 

国語Ｂ 

数学Ａ 

数学Ｂ 

理　科 

全国 

正答率 

75.8 

65.8 

64.4 

41.6 

53.0

県 

正答率 

77.1 

65.9 

67.1 

42.8 

53.3

 

正答率 

83.0 

70.7 

74.9 

48.2 

60.7

福崎  

指数 

109.5 

107.4 

116.3 

115.9 

114.5

 
文科省基準

 

水準以上 

水 準 内 

水準以上 

水準以上 

水準以上 

【中学校】 

（注） 

・Ａは基本力の問題、Ｂは応用力の問題です。 

・全国平均正答率の±5.0以内は、「水準」です。 

・指数は全国平均を100とし、福崎町は全て
の教科で全国平均を超えています。 

　平成27年11月から播磨15市町にある36図

書館の図書を借りることができるようになり

ました。 

三木家主屋 
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行政視察報告 

民生まちづくり常任委員会  

イマ谷池 調整池として活用 イマ谷池 調整池として活用 イマ谷池 調整池として活用 

　農業と水産業の発展を地域の
活性化につなげていくためには、
生産、流通環境を整備し、一次
産業と観光を融合させる必要が
あるという観点から、「あわじ
島まるごと食の拠点施設」が整
備されていました。淡路島特産
品のファンづくりを展開されて
いました。 

◇視察日　平成27年11月12日～13日 
◇視察先　兵庫県南あわじ市「あわじ島まるごと食の拠点施設・美菜恋来屋」 
　　　　　香川県善通寺市「讃岐もち麦ダイシモチ普及促進事業」 
　　　　　株式会社 高畑精麦「もち麦の加工全般」 

南あわじ市 

　善通寺市では、もち麦の健康
食品としての特色を生かし、こ
れまで手つかずの業種（ホーム
センター、ドラッグストア、美
容院、社員食堂）へ精麦を売り
込み、売り上げを伸ばしていま
した。地域で積極的にもち麦を
普及させていることが特徴的で
した。 

善通寺市 

　㈱高畑精麦は福崎町特産のも
ち麦を精麦している会社です。
もち麦の原料搬入から、精麦加
工、包装・出荷工程まで詳細な
説明を受けました。 

㈱高畑精麦 

調整池とは 
　集中豪雨など、河川の流下能力を超え
る降雨を一時的に溜める池のこと。 
　一時的に雨水を池で受け止めた後、徐 
々に放流させることで、局地的な氾濫を
抑えることができます。 

　大雨による水害から住民のいのちと暮らし

を守るために、イマ谷池（高岡・福田）を整備

しています。工事により豪雨の際に雨水が池

に貯まるようになり、調整池として周囲の浸

水被害を防止することができます。 

委
員
長
　
城
谷
　
英
之
 

副
委
員
長
　
小
林
　
　
博
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

委
　
　
員
　
宮
内
　
富
夫
 

委
　
　
員
　
山
口
　
　
純
 

●閉会中における委員会出席状況● 

民生まちづくり常任委員会（10月28日） 
民生まちづくり常任委員会（11月25日） 
民生まちづくり常任委員会（12月15日） 

注1　「〇」は出席です。 
注2　木村いづみ委員は11月15日に辞任、山口純議員は12月15日に委員に就任しました。 
注3　難波靖通議員は、議長として出席しています。 

○ 
○ 
○ 

○ 
 

○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

  
  
○ 

○ 
○ 
○ 

城
谷
英
之
 

木
村
い
づ
み
 

小
林
　
博
 

北
山
孝
彦
 

高
井
國
年
 

松
岡
秀
人
 

宮
内
富
夫
 

山
口
 
純
 

難
波
靖
通
 

議 員 名  
会 議 名  

工事中のイマ谷池 
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現
在
の
駅
前
広
場
か
ら
町
道
新
町
線
ま
で
駅
南
幹
線
を
整

備
し
ま
す
。
施
工
延
長
は
約
60
ｍ
で
契
約
金
額
は
9
3
9
万

6
0
0
0
円
で
す
。
28
年
3
月
末
の
工
事
完
成
予
定
で
す
。
 

福崎駅周辺整備対策特別委員会  

用地取得順調に進む 

　11月24日・1月15日に委員会を開催し、福崎駅周辺整備室から次のような報告がありました。 

　平成28年1月12日現在で57筆中、38筆の契約が完了し、

進捗率は66.7%です。 

　27年度に用地補償費に充てている予算である4億

9600万円をほぼ満額執行しているとの報告を受けました。

 

福崎駅周辺のグランドデザインを検討 

　福崎駅周辺の将来像をイメージしやすくする

ため、複数の鳥瞰図を作成します。また、小型

の模型も制作します。 

●閉会中における委員会出席状況● 

議会広報常任委員会（1月26日） 
議会広報常任委員会（2月1日） 
議会広報常任委員会（2月16日） 
議会広報常任委員会（2月23日） 
議会広報常任委員会（2月25日） 

注1　「〇」は出席、「欠」は欠席、「－」は出席の必要はありません。 
注2　難波議員は、議長として出席しています。 

○ 
○ 
○ 
○ 
－ 

○ 
○ 
○ 
○ 
－ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
 
－ 

○ 
○ 
○ 
○ 
－ 

○ 
○ 
○ 
○ 
－ 

牛
尾
雅
一
 

松
岡
秀
人
 

石
野
光
市
 

宮
内
富
夫
 

三
輪
一
朝
 

山
口
　
純
 

難
波
靖
通
 

議 員 名  
会 議 名  

議会運営委員会（10月1日） 
議会運営委員会（11月27日） 
議会運営委員会（12月15日） 
議会運営委員会（12月25日） 
議会運営委員会（2月3日） 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
欠 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

釜
坂
道
弘
 

北
山
孝
彦
 

小
林
　
博
 

志
水
正
幸
 

城
谷
英
之
 

冨
田
昭
市
 

難
波
靖
通
 

議 員 名  
会 議 名  

４日（金）本会議（議案上程） 
８日（火）本会議（質疑） 
９日（水）予算審査特別委員会 
11日（金）予算審査特別委員会 
14日（月）予算審査特別委員会 
15日（火）総務文教常任委員会 
16日（水）民生まちづくり 
　　　　　　　　　常任委員会 
17日（木）福崎駅周辺整備対策 
　　　　　　　　　特別委員会 
24日（木）本会議（一般質問） 
25日（金）本会議（一般質問） 
28日（月）本会議（討論・採決） 

【3月】 

※この日程については予定であり、 
　変更となる場合があります。 

町
道
駅
南
幹
線
道
路
改
良
工
事
は
じ
ま
る
 

 

駅 南 幹 線 

甘地福崎線 

駅 前 広 場 

　合　計 

契約済  

10筆 

22筆 

6筆 

38/57筆 

取得完了  

4筆 

11筆 

6筆 

21/57筆 

 

447㎡ 

1,121㎡ 

360㎡ 

1,928/7,312㎡ 

予算執行状況（千円） 

交付金　494,646 

町単独　 88,876 

公　社　184,901 

合　計　768,423

鳥瞰図（ちょうかんず）とは 
　地図の技法の一種。上空から斜
めに見下ろしたような形式のもの。
建物や山などが立体的に描かれる。 

町
道
駅
南
幹
線
 施
工
延
長
 L=60m

町
道
駅
南
幹
線
（
新
設
）
 町道駅南幹線（既存） 

県
道
甘
地
福
崎
線
 

町道
駅新
町線
 

福崎駅 

（←至甘地駅） JR播但線 
 （至溝口駅→） 
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一般質問  

問
　
前
町
長
の
考
え
と
違
う

橋
本
町
長
の
政
策
を
お
聞
か

せ
願
い
た
い
。
 

町
長
　
福
崎
町
の
市
街
化
調

整
区
域
に
お
い
て
、
特
別
指

定
区
域
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、

柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問
　
少
子
高
齢
化
を
含
め
出

産
お
祝
い
金
を
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
他
の
サ
ー

ビ
ス
と
も
含
め
今
後
の
研
究

課
題
と
し
ま
す
。
 

問
　
兵
庫
県
南
西
部
で
地
震

が
多
発
し
て
い
る
。
交
付
税

を
使
い
消
防
団
O
B
等
に
よ

る
、
機
能
別
消
防
団
の
導
入

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
他
市
町
の

状
況
も
見
な
が
ら
、
考
え
て

い
き
ま
す
。
 

問
　
前
回
の
質
問
で
、
春
日

山
の
整
備
に
つ
い
て
お
伺
い

し
た
が
、
今
後
の
整
備
計
画

は
。
 

農
林
振
興
課
長
　
春
日
山
城

を
研
究
す
る
会
が
立
ち
上
が

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の

会
か
ら
も
提
案
し
て
頂
き
整

備
を
進
め
ま
す
。
 

問
　
天
狗
・
河
童
の
メ
デ
ィ

ア
か
ら
の
注
目
状
況
は
。
 

地
域
振
興
課
長
　
あ
り
が
た

い
こ
と
に
、
今
年
度
に
入
っ

て
も
　
川
山
公
園
の
河
童
や

妖
怪
造
形
コ
ン
テ
ス
ト
と
い

っ
た
題
材
で
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
等
に
次
々
と
取

り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
妖
怪
造
形
コ
ン
テ
ス
ト

の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ア

ク
セ
ス
は
、
約
半
数
が
海
外

か
ら
で
あ
り
、
た
い
へ
ん
注

目
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
天
狗
の
仕
掛
け
が
完
成
し

ま
し
た
ら
、
引
き
続
き
メ
デ

ィ
ア
の
注
目
が
集
ま
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

前
町
長
か
ら
何
を
継
承
し
何
を
発
展
さ
せ
る
の
か
 

　
第
5
次
総
合
計
画
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
き
ま
す
 

城 谷 英 之  

新登場する河童の着ぐるみ 

「一般質問」は、公の場である
議会で、議案に関係なく町長の
考え方や町政をただす大切な場
です。 
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問
　
期
日
前
投
票
は
毎
回
増

加
し
、
現
在
の
役
場
で
の
実

施
に
お
い
て
大
変
多
く
の
有

権
者
の
方
の
行
列
が
で
き
、

投
票
に
時
間
が
掛
か
る
と
共

に
、
窓
口
業
務
に
も
支
障
が

出
て
い
る
。
よ
り
投
票
し
や

す
く
す
る
た
め
図
書
館
と
の

2
ヶ
所
で
の
実
施
は
。
 

選
管
書
記
長
　
期
日
前
投
票

者
数
の
増
加
で
投
票
所
が
少
々

手
狭
に
な
っ
て
い
る
点
は
気

が
か
り
で
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
2
ヶ
所
で
の
実
施
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
 

問
　
投
票
率
向
上
の
た
め
選

挙
当
日
現
在
の
指
定
投
票
所

に
加
え
て
だ
れ
で
も
気
軽
に

投
票
に
行
け
る
「
共
通
投
票

所
」
の
設
置
は
。
 

選
管
書
記
長
　
導
入
す
る
市

町
が
で
て
く
れ
ば
、
そ
の
状

況
を
調
査
し
た
う
え
で
検
討

し
ま
す
。
 

問
　
今
年
か
ら
新
た
に
8
月

11
日
が
「
山
の
日
」
で
祝
日

と
な
る
の
で
山
に
注
目
が
集

ま
る
。
七
種
山
に
続
き
日
光

寺
山
周
辺
（
　
川
山
を
含
む

一
帯
）
が
当
町
の
観
光
名
所

と
な
る
よ
う
ま
ず
登
山
道
（
井

ノ
口
か
ら
の
ル
ー
ト
）
の
整

備
が
必
要
と
考
え
る
が
。
 

地
域
振
興
課
長
　
3
年
前
に

福
崎
町
山
の
会
が
整
備
と
標

識
を
設
置
さ
れ
た
。
出
来
れ

ば
引
き
続
き
地
域
の
方
々
に

整
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

問
　
春
日
山
は
歴
史
上
に
お

い
て
も
大
切
な
山
と
共
に
地

元
の
人
は
も
ち
ろ
ん
多
く
の

人
々
の
健
康
の
維
持
・
増
進

の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ

ー
ス
だ
。
安
全
な
利
用
の
た

め
登
山
道
の
整
備
を
。
 

農
林
振
興
課
長
　
今
ま
で
も

整
備
を
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
予
算
の
範
囲
内
で
整
備

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

期
日
前
投
票
所
を
役
場
・
図
書
館
の
2
ヶ
所
に
 

　
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
 

牛 尾 雅 一  

個人番号カード（マイナンバーカード） 

問
　
橋
本
新
町
長
の
将
来
を

見
据
え
た
町
政
の
運
営
方
針

と
選
挙
公
約
の
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。
 

町
長
　
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
の
完
全
な
無
料
化
な
ど
、

子
育
て
支
援
の
充
実
や
駅
周

辺
整
備
事
業
の
推
進
の
ほ
か
、

公
約
に
沿
っ
た
事
業
の
実
現

の
た
め
、
新
年
度
予
算
の
編

成
に
努
力
し
ま
す
。
 

問
　
福
崎
町
総
合
戦
略
の
進

捗
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。
 

企
画
財
政
課
長
　
将
来
人
口

を
推
計
し
た
「
人
口
ビ
ジ
ョ
 

ン
」
と
「
福
崎
町
総
合
戦
略
」
 

を
1
月
末
に
完
成
さ
せ
、
そ

の
戦
略
の
重
点
事
項
を
定
め
、

さ
ら
に
、
実
現
の
た
め
の
具

体
的
な
施
策
を
行
動
計
画
と

し
て
策
定
し
ま
す
。
 

問
　
文
化
セ
ン
タ
ー
と
第
1

及
び
第
2
体
育
館
は
、
耐
震

化
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
。
今
後
の
整
備
は
。
 

社
会
教
育
課
長
　
平
成
28
年

度
に
作
成
す
る
公
共
施
設
全

体
の
整
備
計
画
の
な
か
で
検

討
し
ま
す
。
 

問
　
一
般
住
宅
の
耐
震
化
診

断
と
耐
震
工
事
が
進
ん
で
い

な
い
。
今
後
の
対
策
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
県
も
耐

震
化
率
の
目
標
97
％
を
、
2
 

0
2
5
年
度
ま
で
10
年
先
送

り
さ
れ
、
改
修
工
事
の
補
助

金
も
増
額
さ
れ
た
。
町
も
上

乗
せ
補
助
を
し
て
お
り
、
今

後
も
耐
震
診
断
と
そ
の
工
事

の
促
進
に
努
め
ま
す
。
 

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
交
付

で
他
市
町
で
は
コ
ン
ビ
ニ
で

住
民
票
、
印
鑑
証
明
等
の
交

付
が
開
始
さ
れ
た
。
本
町
の

利
用
拡
大
へ
の
取
り
組
み
は
。
 

住
民
生
活
課
長
　
情
報
漏
れ

の
防
止
対
策
や
費
用
対
効
果

を
考
え
、
導
入
さ
れ
る
市
町

の
状
況
も
見
な
が
ら
研
究
し

ま
す
。
 

橋
本
町
長
の
町
政
に
対
す
る
新
た
な
決
意
と
は
 

 
前
嶋
田
町
政
を
継
承
し
、
新
た
な
決
意
で
発
展
を
め
ざ
す
 

志 水 正 幸  

期日前投票所として最適と思われる図書館 
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一般質問  

問
　
橋
本
町
長
は
、
徹
底
し

た
情
報
開
示
と
言
わ
れ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る

既
存
の
情
報
網
を
活
か
す
た

め
の
専
門
組
織
を
立
ち
上
げ

て
は
ど
う
か
。
 

町
長
　
専
門
組
織
と
い
っ
た

も
の
で
は
な
く
、
リ
ン
ク
等

を
含
め
た
形
の
中
で
ア
ク
セ

ス
で
き
る
方
法
論
を
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
福
崎
町

の
魅
力
あ
る
よ
う
な
事
柄
に

つ
い
て
の
発
信
は
常
に
考
え

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
柄
だ
と
認
識
は
持
っ
て
お

り
ま
す
。
 

問
　
福
崎
町
立
養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
福
寿
園
」
で
、
昨
年

1
月
に
職
員
と
入
所
者
合
わ

せ
23
名
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
事
案
。
そ
の
後
の

対
応
策
は
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

職
員
向
け
、
入
所
者
向
け
の

講
習
を
行
い
、
福
崎
保
健
所

の
指
導
に
よ
る
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
消
毒
液
な
ど
の
予

算
措
置
は
事
業
費
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
 

問
　
情
報
が
ス
ム
ー
ズ
に
上

に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
経
緯
が

あ
る
が
、
施
設
長
を
課
長
に

し
て
役
割
分
担
を
は
っ
き
り

さ
せ
れ
ば
ど
う
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
福
寿
園
の

全
て
の
業
務
に
つ
き
ま
し
て

は
、
施
設
長
に
統
括
・
管
理

運
営
す
る
責
任
が
与
え
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

施
設
長
、
そ
の
他
の
職
員
、

私
も
含
め
日
頃
か
ら
の
危
機

管
理
意
識
を
高
め
て
対
応
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
 

町
長
　
当
然
、
施
設
長
に
権

限
は
与
え
て
い
ま
す
。
緊
急

会
見
、
緊
急
対
応
の
あ
り
方

は
、
職
員
が
常
日
頃
か
ら
持

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
 

情
報
提
供
の
方
法
、
町
立
老
人
ホ
ー
ム
運
営
全
般
 

山 口 　 純  

柳田國男生家の南側に位置する 
老人ホーム 

問
　
三
木
家
住
宅
保
存
修
理

工
事
の
進
捗
に
つ
い
て
た
ず

ね
る
。
 

社
会
教
育
課
長
　
現
在
、
三

木
家
住
宅
の
改
修
工
事
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度
ま

で
の
5
年
間
を
第
一
期
工
事

と
し
て
主
屋
を
進
め
て
い
ま

す
。
予
定
通
り
27
年
度
を
も

っ
て
第
一
期
工
事
は
終
了
の

予
定
で
す
。
 

問
　
今
後
の
予
定
は
。
 

社
会
教
育
課
長
　
28
年
度
は
、

展
示
ケ
ー
ス
な
ど
を
購
入
し
、

併
せ
て
三
木
家
の
功
績
や
地

域
の
歴
史
を
紹
介
す
る
資
料

を
作
成
す
る
予
定
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
消
防
設
備
工

事
を
実
施
し
、
29
年
度
か
ら

主
屋
部
分
の
公
開
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
 

問
　
す
べ
て
の
工
事
が
終
了

し
、
公
開
で
き
る
の
は
。
 

社
会
教
育
課
長
　
離
れ
、
副

屋
、
蔵
の
第
二
期
工
事
は
、

4
年
間
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
す
べ
て
の
工
事
が
終

了
す
る
の
は
、
平
成
34
年
度

と
な
り
、
す
べ
て
を
公
開
で

き
る
の
は
、
平
成
35
年
度
か

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問
　
保
存
修
理
工
事
完
了
後

の
活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
 

社
会
教
育
課
長
　
基
本
は
歴

史
的
建
造
物
で
も
あ
り
、
歳

時
記
に
合
わ
せ
た
展
示
、
も

ち
む
ぎ
の
や
か
た
と
連
携
し

た
料
理
の
提
供
、
福
崎
の
顔

と
し
て
の
迎
賓
館
的
活
用
、

講
演
会
場
、
歴
史
体
験
施
設

等
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ま

だ
、
未
定
で
す
。
 

大
庄
屋
・
三
木
家
住
宅
保
存
修
理
工
事
の
進
捗
は
 

 
第
一
期
工
事
は
27
年
度
、
第
二
期
工
事
は
34
年
度
完
成
予
定
で
す
 

釜 坂 道 弘  

公開が待たれる三木家住宅 

 
魅
力
あ
る
発
信
は
常
に
考
え
る
、
施
設
長
に
統
括
管
理
運
営
の
責
任
あ
り
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問
　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
（
大
規

模
太
陽
光
発
電
）
を
事
業
者

が
山
林
な
ど
の
樹
木
を
伐
採

し
て
設
置
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
、
防
災
面
、
景
観
、
環

境
へ
の
影
響
を
検
討
し
、
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
条
例
を
制
定

す
る
動
き
が
生
ま
れ
て
い
る
。

事
前
協
議
、
許
可
制
の
制
度

を
設
け
、
指
導
、
助
言
、
勧

告
、
公
表
、
中
止
要
請
、
命

令
等
が
で
き
る
よ
う
条
例
制

定
し
、
要
綱
、
規
則
を
整
備

し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
 

事
業
者
の
開
発
の
動
き
の
前

に
条
例
等
が
な
い
と
間
に
合

わ
な
い
。
町
の
考
え
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
先
進
例

を
研
究
し
検
討
し
ま
す
。
 

問
　
町
税
の
12
月
の
納
期
限

が
25
日
と
な
っ
て
い
る
。
納

税
者
に
と
っ
て
繁
忙
期
で
あ

り
、
仕
事
納
め
の
28
日
に
見

直
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
 

税
務
課
長
　
28
日
に
設
定
し

て
い
る
例
は
4
団
体
あ
り
ま

す
が
、
住
民
の
方
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
な
ど
の
対
応
の
関

係
で
当
町
で
は
現
行
を
継
続

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問
　
町
内
の
店
舗
で
駐
車
場

入
口
の
歩
道
段
差
の
切
り
下

げ
部
が
わ
か
り
に
く
い
例
が

あ
る
。
歩
行
者
の
安
全
確
保

の
面
か
ら
も
店
舗
に
よ
る
照

明
の
充
実
や
道
路
管
理
者
と

し
て
の
対
策
は
ど
う
か
。
 

地
域
振
興
課
長
　
個
別
に
検

討
し
ま
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
新
規
出

店
の
際
に
充
分
な
対
策
が
講

じ
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。
 

問
　
小
中
学
校
で
の
運
動
会

で
組
体
操
に
つ
い
て
県
下
の

事
故
発
生
が
多
い
こ
と
が
報

じ
ら
れ
た
。
今
後
の
対
応
は
。
 

教
育
長
　
教
育
委
員
会
で
検

討
し
、
安
全
を
基
本
に
各
校

の
自
主
判
断
と
し
て
い
ま
す
。
 

大
規
模
太
陽
光
発
電
に
対
応
す
る
条
例
制
定
を
 

　
先
進
例
を
研
究
し
、
検
討
し
ま
す
 

石 野 光 市  

遠野市の重要文化財　千葉家 

問
　
平
成
26
年
8
月
に
当
町

と
岩
手
県
遠
野
市
と
の
友
好

都
市
宣
言
が
な
さ
れ
、
連
携

を
よ
り
深
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
昨
年
は
当
町

か
ら
議
員
6
名
が
、
災
害
後

方
支
援
、
柳
田
國
男
先
生
を

通
じ
て
の
観
光
振
興
に
つ
い

て
の
視
察
を
行
っ
た
。
同
日

東
京
三
鷹
市
議
団
の
視
察
も

あ
り
、
三
者
の
情
報
交
換
会

も
催
さ
れ
、
有
意
義
な
視
察

研
修
が
で
き
た
。
ま
た
、
遠

野
市
か
ら
福
崎
秋
ま
つ
り
に
、

市
長
を
は
じ
め
、
議
員
・
観

光
協
会
等
多
く
の
訪
問
者
を

受
け
入
れ
、
絆
が
さ
ら
に
深

ま
っ
た
。
今
後
、
当
町
と
遠

野
市
と
の
交
流
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。
 

総
務
課
長
　
当
町
と
遠
野
市

は
柳
田
國
男
先
生
ゆ
か
り
の

地
と
し
て
末
永
い
交
流
を
続

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
し
な
が
ら
、
文
化

交
流
・
産
業
交
流
を
柱
に
交

流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

問
　
も
ち
麦
は
健
康
食
品
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
平
成
27

年
度
よ
り
機
能
性
表
示
食
品

制
度
が
で
き
、
現
状
で
は
表

示
で
き
な
い
。
表
示
す
る
に

は
届
出
が
必
要
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
 

地
域
振
興
課
長
　
も
ち
麦
は

健
康
食
品
で
も
あ
り
必
要
と

思
い
ま
す
。
機
能
性
表
示
の

届
出
申
請
は
、
書
類
が
難
し

い
で
す
が
、
県
の
支
援
を
得

て
お
り
、
準
備
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

友
好
都
市
遠
野
市
と
の
交
流
は
 

 
負
担
に
な
ら
な
い
、
末
永
い
交
流
を
目
指
し
ま
す
 

宮 内 富 夫  

田原小学校運動会での組体操 
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一般質問  

問
　
町
長
は
少
子
化
対
策
と

し
て
中
学
校
3
年
生
ま
で
の

医
療
費
に
つ
い
て
所
得
制
限

を
設
け
な
い
完
全
無
料
化
を

約
束
さ
れ
て
い
る
。
実
施
時

期
及
び
他
市
町
の
状
況
に
つ

い
て
問
う
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
実
施
は
28

年
7
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
所
得
制
限
を

設
け
て
い
な
い
市
町
は
、
県

内
41
市
町
の
う
ち
明
石
市
ほ

か
10
市
町
で
す
。
 

問
　
完
全
無
料
化
を
実
施
す

る
と
ど
れ
く
ら
い
の
予
算
が

必
要
に
な
る
の
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
年
間
で
は

約
5
9
0
万
円
必
要
で
す
。
 

問
　
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
の
声
掛
け
運
動
の
推

進
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と

も
に
、
知
的
犯
罪
対
策
強
化

と
し
て
、
振
り
込
め
詐
欺
を

は
じ
め
と
す
る
特
殊
詐
欺
な

ど
の
身
近
な
知
能
犯
罪
か
ら

町
民
を
守
る
対
策
は
。
 

住
民
生
活
課
長
　
警
察
と
合

同
の
街
頭
で
防
犯
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
、
犯
罪
被
害
に
合
わ
な

い
よ
う
啓
発
し
て
い
ま
す
。
 

問
　
今
後
、
高
齢
化
が
さ
ら

に
進
み
交
通
弱
者
や
子
ど
も

た
ち
が
駅
前
で
買
い
物
が
で

き
る
よ
う
な
商
業
施
設
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
人
が
集
ま

り
賑
わ
い
と
活
気
が
で
る
町

に
な
る
と
考
え
る
が
。
 

技
監
　
駅
前
周
辺
整
備
の
本

格
化
に
あ
わ
せ
、
今
後
は
地

域
振
興
課
や
商
工
会
等
と
連

携
し
商
業
振
興
を
図
る
方
策

を
検
討
し
ま
す
。
 

問
　
近
年
、
情
報
発
信
が
進

み
外
国
人
観
光
客
も
年
々
増

加
し
て
い
る
。
本
町
の
観
光

振
興
の
進
め
方
を
問
う
。
 

地
域
振
興
課
長
　
本
年
度
観

光
P
R
の
動
画
制
作
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

観
光
振
興
の
進
め
方
を
問
う
 

冨 田 昭 市  

池から出没する弟の河次郎 

問
　
福
崎
町
の
東
西
を
結
ぶ

重
要
な
神
崎
橋
両
端
は
事
故

が
多
発
し
て
い
る
。
歩
道
整

備
や
国
道
に
出
入
り
す
る
町

道
に
は
停
止
線
等
注
意
喚
起

整
備
が
必
要
。
こ
れ
は
町
内

全
体
で
も
再
点
検
を
求
め
る
。

道
路
案
内
板
は
道
路
実
態
に

合
っ
た
表
示
に
変
更
し
て
ほ

し
い
。
 

住
民
生
活
課
長
　
検
討
し
ま

す
。
 

問
　
三
木
宍
粟
線
の
町
西
部

の
整
備
計
画
は
ど
う
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
西
谷
信

号
〜
町
境
の
計
画
で
す
。
 

問
　
上
下
水
道
の
整
備
中
だ

が
今
後
の
計
画
は
。
 

上
下
水
道
課
長
　
雨
水
幹
線

整
備
や
耐
震
化
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
 

問
　
上
水
道
に
加
え
下
水
道

も
企
業
会
計
に
な
る
と
減
価

償
却
や
利
息
な
ど
大
き
な
経

費
と
な
り
、
企
業
会
計
は
お

金
が
あ
っ
て
も
赤
字
と
な
る
。

料
金
値
上
げ
に
な
ら
な
い
か
。
 

上
下
水
道
課
長
　
企
業
会
計

は
値
上
げ
で
な
く
会
計
の
中

身
を
明
瞭
に
す
る
た
め
で
す
。
 

町
長
　
当
分
の
間
値
上
げ
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
 

問
　
社
会
教
育
施
設
の
整
備

計
画
は
。
管
理
は
直
営
方
式

を
守
っ
て
ほ
し
い
。
 

社
会
教
育
課
長
　
体
育
館
の

耐
震
化
を
進
め
ま
す
。
直
営

の
維
持
方
針
で
す
。
 

問
　
福
崎
駅
前
周
辺
整
備
は

進
み
だ
し
た
。
関
係
者
の
協

力
に
感
謝
す
る
。
水
害
対
策

を
含
め
計
画
通
り
に
進
む
よ

う
願
っ
て
い
る
。
駅
舎
の
改

築
や
駅
西
整
備
も
検
討
を
。
 

技
監
　
雨
水
排
水
も
含
め
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
駅
舎
は
同

時
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
を
見
越
し
た
事
業
に
し
た

い
。
 

上
下
水
道
な
ど
の
今
後
の
経
営
は
 

 
住
民
負
担
増
に
は
な
り
ま
せ
ん
 

小 林 　 博  

 
P
R
動
画
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
 

新しい駅前へのスタート 
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長
　
牛
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雅
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副
委
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長
　
松
岡
　
秀
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委
　
　
員
　
石
野
　
光
市 

　
委
　
　
員
　
宮
内
　
富
夫 

　
委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝 

　
委
　
　
員
　
山
口
　
　
純 
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昨
年
は
戦
後
70
年
、
今
年
は

憲
法
公
布
70
年
と
い
う
節
目
で
、

福
崎
町
も
町
制
施
行
60
年
と
い

う
重
な
り
に
な
っ
て
い
る
年
を

迎
え
ま
し
た
。
 

　
人
種
差
別
、
民
族
差
別
な
ど

を
許
さ
な
い
国
際
的
な
人
権
を

守
ろ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ

た
一
方
で
、
民
族
紛
争
や
テ
ロ
、

内
戦
な
ど
が
日
々
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

　
国
内
で
も
児
童
、
高
齢
者
へ

の
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
人
権
問
題

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
5
月
3
日
に
町
制
施
行
60
周

年
を
迎
え
る
福
崎
町
で
は
記
念

式
典
を
は
じ
め
種
々
の
イ
ベ
ン

ト
も
企
画
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

　
さ
ら
に
一
人
ひ
と
り
が
大
切

に
さ
れ
る
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
が
前
進
す
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
 （

石
野

光
市
）
 

編
集
後
記
 

　平成27年度「議会報告会及び意見交換会」を開催
しました。2日間で37人の参加があり、議会報告会
では、議会の活動状況や議会における審議状況を報
告しました。また、意見交換会では参加者と議員が
町政の課題について、直接意見交換を行いました。 
　皆さまから直接いただいた貴重なご意見、ご提言
については次のとおり、町長に通知しました。 

①県道前之庄市川線（長野橋以北）で毎年事故が
起こっている。道路の拡幅、歩道の整備をして
ほしい。 

②市川（神崎橋付近）に土砂が堆積し、放置すれ
ば水害のおそれがある。浚渫工事をしてほしい。 

③小中学校にエアコンを設置してほしい。 

④福崎町内は渋滞が多い。渋滞を防ぐためにも、
町内各地から福崎駅前に向かう、早朝の送迎バ
スを運行してほしい。 

⑤八千種が活性化するような施策を実施してほし
い。長池周囲や平田川土手を散歩コースとして
整備し、人が集まるようにできないか。 

町から回答がありました 町から回答がありました 上記①～⑤のご意見について、町長から項目別に 
回答がありましたので要旨をご紹介します。 

①県では、長野橋北詰交差点から桜地区東入口まで
の間は、ほ場整備の具体化にあわせ歩道設置等を
検討するとのことです。 

②県では、神崎橋付近では部分的な堆積は見られる
ものの現段階では治水上の影響がある堆積とは判
断しにくいことから、今後、堆積土砂の状況を注
視し適正な維持管理に努めるとのことです。 

③今後、学校施設の長寿命化計画を策定する中でエ
アコン設置についても検討していきたいと考えて
います。 

④現在運行している巡回バス（サルビア号）の再編
も含めて検討していかなければならないものであ
り、財源も含め今後の課題と考えます。 

⑤遊歩道については、現在のところ構想もない状況
です。しかしながら、今回の要望内容については、
農林振興課を通じて管理者である西光寺野土地改
良区に伝えますので、ご理解いただきますようお
願いします。 
　平田川堤防を散歩コースとする整備については、
河川改修がされていない状況です。町が草刈や路
面整正等を実施することは可能だと思いますが、
その後の維持管理は地元の協力をお願いします。 

【ご意見、ご提言等】 

　今後、町長からの回答の通り事業が進
んでいくよう、議会としても調査・確認
を行います。 


